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本日の流れ

目安時間内容

5分・グループ内で自己紹介自己紹介

5分・ワークショップ①の進め方説明①

15分・災害廃棄物対応の流れワークショップ①

10分～休憩～

5分・ワークショップ②の進め方説明②

60分
・関係機関との連携事項
・連携における課題
・平時の対策

ワークショップ②

30分・ワークショップ②の結果発表成果発表

自己紹介

班内で自己紹介してください
 市町村（団体）名
 参加者のお名前
 平時の担当業務
 被災地での経験の有無

＋事務局から注意事項等
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オンラインの方はこの後、グループ別に切り替わります。
5分経ちましたら、全体画面に戻りますので、
自己紹介終了後、そのままお待ちください。

出典：「災害廃棄物に関する研修ガイドブック ワークショップ型研修編」
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 発災後の対応の流れをイメージする。

 多様な視点・価値観への気づきを得る。

 今後の災害廃棄物処理計画策定の促進を図る。

ワークショップ①の目的

4 5

発災後の対応として実施すべきことを

時系列で整理

実施事項を順にフローにあてはめる

こたえあわせ

災害廃棄物処理の流れを確認する

ワークショップ①の流れ
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テーマ①災害廃棄物処理の流れ

発災時にやることをフローに整理してみましょう
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テーマ①災害廃棄物処理の流れ

発災時にやることをフローに整理してみましょう

協力体制

全体計画・管理

仮置場の対応

被災現場からの撤去

生活系ごみ

仮設トイレ等

⇒15分
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テーマ①災害廃棄物処理の流れ

発災時にやることをフローに整理してみましょう

協力体制

全体計画・管理

仮置場の対応

被災現場からの撤去

生活系ごみ

仮設トイレ等
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（10分）

14:45から再開します
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 災害廃棄物処理を行うにあたって、どのような機関
と連携を行えばスムーズに処理ができるか、どのよ
うな準備が必要か具体的にイメージする。

 多様な視点・価値観への気づきを得る。

 今後の災害廃棄物処理計画策定の促進を図る。

ワークショップ②の目的
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ワークショップ②の流れ

災害時の対応のイメージ

各班の意⾒の共有
各班発表、模造紙の閲覧

②-2︓平時に備えるべきことを整理
連携における課題を挙げ、発災後に備えて平時にしておく事項を整理
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②-1︓関係機関と連携すべきことを整理
発災後に関係機関と連携すべき事項を整理



災害のイメージ

被災状況
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発災後の状況をイメージして下さい

災害廃棄物処理の流れ
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災害時に発⽣する⼀般廃棄物と処理
避難していない世帯からは生活ごみ、避難所からは避難所ごみ、
仮設トイレ等からはし尿、被災家屋からは片付けごみ 等が発生。

出典：「災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き」令和3年3月 環境省再生資源循環局災害廃棄物対策室
http://kouikishori.env.go.jp/guidance/initial_response_guide/ 『勉強会』資料の再掲

災害廃棄物処理の流れ
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災害時に発⽣する業務の例
災害時には、通常業務に加え、多様な業務が多量に発生する。

自らが被災した状況においても初動対応の迅速かつ確実な実施
が求められる。

出典： 「災害廃棄物対策の基礎～過去の教訓に学ぶ～」2016年3月 環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課
http://kouikishori.env.go.jp/document_video/pdf/teaching_material_01.pdf

災害時の対応事例
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初動期の実態（混乱の例）

出典：「災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き」令和3年3月 環境省再生資源循環局災害廃棄物対策室
http://kouikishori.env.go.jp/guidance/initial_response_guide/

膨大な廃棄物への対処のため、特に初動期には様々な混乱が発生
しやすい。そのような状況や危機感を前提に対応する必要がある。



災害時の対応事例
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初動期の実態（混乱の例）

出典： 「災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き」令和3年3月 環境省再生資源循環局災害廃棄物対策室
http://kouikishori.env.go.jp/guidance/initial_response_guide/

膨大な廃棄物への対処のため、特に初動期には様々な混乱が発生
しやすい。そのような状況や危機感を前提に対応する必要がある。

災害対応のタイムライン
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一般廃棄物部局職員による災害時初動対応の全体像

出典： 「災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き」令和3年3月 環境省再生資源循環局災害廃棄物対策室
http://kouikishori.env.go.jp/guidance/initial_response_guide/

ワークショップの対象
初動の支援要請

⇒災害廃棄物処理事業
における支援要請

関係機関との連携体制
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関係機関との連携体制の必要性

出典： 「災害廃棄物対策の基礎～過去の教訓に学ぶ～」2016年3月 環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課
http://kouikishori.env.go.jp/document_video/pdf/teaching_material_01.pdf

災害廃棄物の適切かつ迅速な処理のためには、さまざまな関係機
関との密な連携が欠かせない。
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関係機関との連携体制

出典： 「市町村災害廃棄物処理計画策定ワークシート【北海道版】第2版」令和3年9月 環境省北海道地方環境事務所
http://hokkaido.env.go.jp/recycle/post_27.html

災害廃棄物処理に係る広域的な相互協⼒体制（例）



関係機関との連携事例
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音更町からの応援

ボランティアスタッフによる分別作業状況

（出典：公益社団法人北海道産業資源循環協
会提供資料）

（出典：あびら町提供資料）

富良野市からの応援
（出典：公益社団法人北海道産業資源循環協
会提供資料）

ワークショップ②-1
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ここからグループセッションです。

「関係機関との連携事項」
庁外の関係機関の連携事項

⇒30分

平時の対策課題連携項目
（支援要請項目）

関係機関

被災状況の
確認

収集運搬

仮置場の
設置・管理

住⺠広報
（ボランティアを含む）

処理･処分

テーマ②-1︓関係機関との連携事項
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意⾒整理シート①各⾃の意⾒を付
箋に書き出して
ください。⇒ 10分

②各⾃の意⾒を模
造紙に貼りながら
発表してください。

⇒ 10分

発災後の災害廃棄物処理に係る連携事項として、

どのような機関とどのような内容があるか検討してください。

連携項目を5つに区分してイメージしてください。

③班の意⾒を整理し
主な意⾒をまとめ
てください。

⇒10分

会場用

平時の対策課題連携項目
（支援要請項目）

関係機関

被災状況の
確認

収集運搬

仮置場の
設置・管理

住⺠広報
（ボランティアを含む）

処理･処分

テーマ②-1︓関係機関との連携事項
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意⾒整理シート①各⾃で意⾒整理
シートに書き出して
ください。 ⇒ 5分

③班内で自治体の
意⾒を⼝頭で説
明してください。

⇒10分

②⾃治体の意⾒をチ
ャットに書き込んで
ください。 ⇒ 5分

発災後の災害廃棄物処理に係る連携事項として、

どのような機関とどのような内容があるか検討してください。

連携項目を5つに区分してイメージしてください。

④班の意⾒を整理し
、主な意⾒をまと
めてください。

⇒10分

オンライン用



ワークショップ②-2
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ここからグループセッションです。

最後に検討結果の発表者を決めてください。

発表内容︓最も重要だと考える事項について
 発災時に連携が必要な関係機関
 連携項目（支援要請事項）
 発災時の関係機関との連携における課題
 課題に対する平時の対応

「関係機関との連携における課題
と平時の対応」

⇒20分

テーマ②-2︓関係機関との連携における課題と平時の対策
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発災後の災害廃棄物処理に係る連携における課題と平時
の対策について検討してください。

テーマ②-1で整理した連携項⽬ごとに整理してください。

平時の対策課題連携項目
（支援要請項目）

関係機関

被災状況の
確認

収集運搬

仮置場の
設置・管理

住⺠広報
（ボランティアを含む）

処理･処分

意⾒整理シート

会場用

①各⾃の意⾒を付
箋に書き出して
ください。⇒ 5分

②各⾃の意⾒を模
造紙に貼りながら
発表してください。

⇒ 5分

③班の意⾒を整理し
主な意⾒をまとめ
てください。

⇒10分

テーマ②-2︓関係機関との連携における課題と平時の対策
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①各⾃で意⾒整理シ
ートに書き出してく
ださい。 ⇒ 5分

③班内で自治体の
意⾒を⼝頭で説明
してください。

⇒5分

②⾃治体の意⾒をチ
ャットに書き込んで
ください。 ⇒ 5分

発災後の災害廃棄物処理に係る連携における課題と平時
の対策について検討してください。

テーマ②-1で整理した連携項⽬ごとに整理してください。

④班の意⾒を整理し
主な意⾒をまとめ
てください。

⇒5分

平時の対策課題連携項目
（支援要請項目）

関係機関

被災状況の
確認

収集運搬

仮置場の
設置・管理

住⺠広報
（ボランティアを含む）

処理･処分

意⾒整理シート

オンライン用
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各班で意⾒交換した内容について発表をお願いします。

1班あたり3〜5分程度でお願いします。

ワークショップ②の成果発表

発表内容:最も重要だと考える事項について
発災時に連携が必要な関係機関
連携項目（支援要請事項）
発災時の関係機関との連携における課題
課題に対する平時の対応



災害時初動対応
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出典： 「災害廃棄物対策の基礎～過去の教訓に学ぶ～」2016年3月 環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課
http://kouikishori.env.go.jp/document_video/pdf/teaching_material_01.pdf

災害時初動対応
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出典： 「災害廃棄物対策の基礎～過去の教訓に学ぶ～」2016年3月 環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課
http://kouikishori.env.go.jp/document_video/pdf/teaching_material_01.pdf

災害廃棄物処理の三原則（安全、スピード、費⽤への配慮）
被災地の住民の衛生環境や安全を第一とし、スピード感を持ち、また、
適切な分別を行う等、費用にも配慮して処理にあたることが重要。

『勉強会』資料の再掲

事前の対応
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主な事前検討事項

出典： 「災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き」令和3年3月 環境省再生資源循環局災害廃棄物対策室
http://kouikishori.env.go.jp/guidance/initial_response_guide/

検討の取組を継続的に
実施することにより、災
害時初動対応が円滑化
・迅速化される。また、
被災・支援経験を基に、
継続的改善・見直しを
図ることも重要。

ワークショップの対象

事前の対応
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初動対応時の業務抽出

出典： 「災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き」
令和3年3月 環境省再生資源循環局災害廃棄物対策室
http://kouikishori.env.go.jp/guidance/initial_response_guide/

支援要請業務の選定

手順①：通常業務と応急業務をリスト
アップする。

手順②：手順①でリストアップした業
務について、初動対応時の業務を抽
出する。

手順③：支援要請業務を選定する。
• 人数面や技術面での外部支援の必
要性等を考慮する。

• 選定した「支援要請業務」に関して
は、支援要員の確保手段を検討し、
関係部局との事前の調整や支援要
請ルートの把握・整理、災害支援協
定の締結等を行う。


